
指　揮 藤岡 幸夫　Sachio Fujioka
東京生まれ。慶応義塾大学文学部卒業、1990年に英国王立ノーザン音楽大学指揮科に入
学。奨学金特待生に選ばれ、1992年には最も才能ある若手指揮者に贈られる｢サー･チャー
ルズ･グローヴス記念奨学賞｣を特例で受賞。
1993年BBCフィルの定期演奏会が｢タイムズ｣紙などで高く評価されると、1994年にはロンド
ン夏の風物詩｢プロムス｣にBBCフィルを指揮してデビュー。
マンチェスター室内管弦楽団首席指揮者、日本フィル指揮者を歴任し、2007年より関西フィル
首席指揮者。関西フィルとは毎年40公演以上で共演。その一体感溢れる演奏は聴衆を魅
了、高い評価を得ている。
2014年10月にスタートしたBSテレ東の音楽番組「エンター・ザ・ミュージック」（毎週土曜日朝
8時30分）に、指揮者・司会者として、関西フィルと共に出演中。2019年4月から、東京シティ・
フィルフィルハーモニック管弦楽団首席客演指揮者。東大阪市特別顧問。滋賀県長浜市ＰＲ
大使（文化観光大使）。きょうと城陽応援大使。2020年12月、エッセイ集『音楽はお好きです
か？』（敬文舎）を刊行。� オフィシャル・ファンサイト　http://www.fujioka-sachio.com/
� Twitterアカウント @sacchiy0608

管弦楽 公益財団法人 関西フィルハーモニー管弦楽団 Kansai Philharmonic Orchestra

1970年発足。1982年関西フィルハーモニー管弦楽団として新
発足。2018年公益財団法人化。2020年には楽団創立50周年を
迎えた。
世界的ヴァイオリニストでもあるオーギュスタン・デュメイは2008
年より首席客演指揮者を務め、2011年より楽団初の音楽監督
に就任。首席指揮者には藤岡幸夫、桂冠名誉指揮者には飯守
泰次郎が就任している。
人間の営みから生まれた音楽・・・『ヒューマニズム』をテーマに、聴衆の心に感動と勇気を伝えるべく活動を展開。2015年に
は東大阪市と「文化芸術のまち推進協定」を、2020年には門真市と「音楽と活気あふれるホームタウンパートナー協定」を
結ぶなど、地元関西の人々や企業に育まれた楽団として地域密着を重視している。
クラシック音楽の裾野を広げる活動など明確なビジョンを持ち、常に新たなことに挑戦する個性派オーケストラとして好評を
博している。
2014年10月よりスタートしたBSテレ東の音楽番組「エンター・ザ・ミュージック」（毎週土曜朝8時30分）に藤岡幸夫と共に出演
中。2015年には、スイス・ドイツ・イタリアの3カ国5都市を巡る楽団初のヨーロッパツアーを開催し、各地で大きな注目を集めた。
� オフィシャル・ホームページ　http://www.kansaiphil.jp/

ヴァイオリン 松岡 井菜　Seina Matsuoka
5歳よりヴァイオリンを始める。第64回全日本学生音楽コンクール大阪大会高校の部第１位、同
全国大会第1位、NHK放送協会賞。第17回松方ホール音楽賞。第23回ABC新人コンサート
最優秀音楽賞。第５回宗次エンジェルヴァイオリンコンクール第２位。2018年度第28回青山賞新
人賞。2019年エリザベート王妃国際コンクールセミファイナリスト。これまでに関西フィル、大阪交
響楽団、セントラル愛知交響楽団などと共演。ウィーン楽友協会 Gläserner Saalをはじめ、イタ
リアやスロヴェニアのフェスティバルコンサートに出演するなど欧州でも活躍の場を広げている。
小澤国際室内楽アカデミーin奥志賀に参加。ソロだけでなく室内楽にも積極的に取り組んでい
る。2013-2016年度公益財団法人青山財団音楽奨学生。相愛大学音楽学部 特別演奏コース
及び同大学音楽専攻科を卒業。在学中に三度学長賞を受賞。現在はウィーン国立音楽大学に
在籍。小栗まち絵氏、Michael Frischenschlager氏に師事。
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東大阪市文化創造館チケットセンター　☎0570-08-1515（10:00～16:00）
� ※窓口販売は、一般発売の翌日10時から残席がある場合のみ販売します。
チケットぴあ　☎0570-02-9999【Ｐコード：195-762】
� https://w.pia.jp/t/higashiosaka-kansaiphil/
ローソンチケット　https://l-tike.com/kansaiphil/【Ｌコード：51859】
� ローソン・ミニストップ店頭Loppi
CNプレイガイド　☎0570-08-9999　イープラス　http://eplus.jp

Ⓒ SHIN YAMAGISHI

Ⓒ s.yamamoto


